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	1．出向者給与負担の考え方と給与較差補てん
	① 出向先法人が経営不振等で出向者に賞与を支給することができないため出向元法人がその出向者に対して支給する賞与
	② 出向先法人が海外にあるため出向元法人が支給するいわゆる留守宅手当の額

	2．給与較差補てんとして出向元から給与を支払う場合の準備
	① 基本方針の策定 前述の給与較差補てん、子会社の経営状況などを踏まえ、人件費負担方針を決定します。 また、個人所得税や社会保険料負担等を含め駐在員本人の手取り金額を試算します。中国個人所得税の課税所得には、現地払い給与だけでなく較差補てん部分を含めて計算する必要があります。
	② 契約・規程等の整備 ・海外赴任規程・・出向元である親会社にて駐在員が海外赴任する際の規程を整備します。 ・出向契約・・出向元と出向先の間で給与負担割合等について定めます。 ・労働契約・・出向者と出向先が締結します。
	③ 給与較差補てん金額の根拠の整備と更新 給与較差補てんが損金として認められる根拠は出向元と出向先との給与水準の差があることですので、出向先の給与水準についての根拠についてあらかじめ検討の上、出向元の負担金額を決定した記録として、次のような資料を整備しておくとともに、定期的に更新します。 ・出向先地域での給与水準・・現地商工会議所、人材紹介会社、人事データベース等から、企業規模、職位を考慮した現地給与水準を把握します。
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